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」内
外
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対
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と
解
決
か
ら
読
み
解
く

「
御
家
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外
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対
立
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解
決
か
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読
み
解
く

　
　
　

初
代
政
宗
か
ら
廃
藩
置
県
ま
で
の
２
９
０
年
！

　
　
　

初
代
政
宗
か
ら
廃
藩
置
県
ま
で
の
２
９
０
年
！

御
家
騒
動
や
飢
饉
な
ど
、
度
重
な
る
困
難
に
見

御
家
騒
動
や
飢
饉
な
ど
、
度
重
な
る
困
難
に
見

舞
わ
れ
た
仙
台
伊
達
家
。
一
方
、
数
々
の
試
練

舞
わ
れ
た
仙
台
伊
達
家
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一
方
、
数
々
の
試
練

は
平
和
で
近
代
的
な
社
会
シ
ス
テ
ム
の
芽
を
育

は
平
和
で
近
代
的
な
社
会
シ
ス
テ
ム
の
芽
を
育

ん
だ
。
家
臣
や
領
民
の
「
不
服
」
の
声
を
聴
く

ん
だ
。
家
臣
や
領
民
の
「
不
服
」
の
声
を
聴
く

統
治
や
、
家
を
支
え
た
脇
役
に
も
光
を
当
て
、

統
治
や
、
家
を
支
え
た
脇
役
に
も
光
を
当
て
、

仙
台
伊
達
家
の
近
世
を
描
く
。

仙
台
伊
達
家
の
近
世
を
描
く
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プ
ロ
ロ
ー
グ　

な
ぜ
「
家
」
の
歴
史
が
必
要
か

　

１　

現
代
の
家
族
と
違
う
江
戸
時
代
の
「
家
」

　

２　

家
の
歴
史
と
し
て
語
る
仙
台
伊
達
家
の
歴
史

一　

仙
台
藩
以
前
の
伊
達
家

　

１　

伊
達
家
の
戦
国
時
代

　
　
伊
達
家
の
ル
ー
ツ
／
伊
達
稙
宗
、
奥
州
守
護
職
と
な
る 

ほ
か　

　

２　

戦
国
大
名
と
な
る　

十
七
代
当
主
政
宗

　
　
政
宗
の
家
督
相
続
／
奥
羽
仕
置
が
も
た
ら
し
た
も
の 

ほ
か　

　

３　

戦
国
大
名
伊
達
家
の
到
達
点

　
　
家
督
権
の
優
位
と
強
固
な
結
束
／
戦
国
大
名
と
し
て
の
限
界　

　

４　

中
世
伊
達
家
の
自
己
認
識

　
　
伊
達
家
の
祖
先
は
だ
れ
か
／
奥
州
藤
原
氏
と
自
認
す
る 

ほ
か

二　

伊
達
政
宗
、
近
世
大
名
に
な
る

　

１　

政
宗
と
豊
臣
政
権

　
　
新
し
い
領
国
の
確
定
／
徳
川
家
康
に
接
近 
ほ
か　

　

２　

政
宗
が
目
指
し
た
伊
達
の
家
の
形

　
　
正
室
実
家
の
田
村
家
と
伊
達
家
／
伊
達
家
を
徳
川
家
と
結
ぶ 

ほ
か

　

３　

近
世
大
名
と
し
て
の
政
宗
と
家
臣
団

　
　
豊
臣
政
権
下
の
伊
達
家
家
臣
団
／
家
臣
の
由
緒
の
重
み 
ほ
か

三　

二
代
忠
宗 

―
大
改
革
の
実
行
―

　

１　

二
代
忠
宗
の
治
政

　
　
忠
宗
の
襲
封
／
奉
行
職
制
の
制
定
―
官
僚
制
の
整
備 

ほ
か

　

２　

給
人
の
「
私
成
敗
」
に
み
る

　
　
　
　

政
宗
の
治
政
と
忠
宗
の
治
政
の
違
い

　
　
隠
慶
長
十
二
年
事
件
の
顛
末
／
政
宗
の
政
治
の
特
徴 

ほ
か

　

３　

忠
宗
と
お
世
継
ぎ

　
　
正
室
の
男
子
は
夭
折
／
側
妾
は
家
督
相
続
後 

ほ
か

四　

伊
達
家
の
十
七
世
紀
後
半
と
御
家
存
続
の
危
機

　

１　

綱
宗　

三
年
で
終
わ
っ
た
三
代
目

　
　
二
代
続
い
た
大
名
の
強
制
隠
居
／
三
代
綱
宗
の
一
生 

ほ
か　

　

２　

幼
君
亀
千
代
（
綱
村
）
と
後
見
人
政
治

　
　
綱
村
治
世
の
概
要
／
奉
行
の
指
導
権
争
い 

ほ
か

　

３　

綱
村
親
政

　
　
綱
村
親
政
／
綱
村
へ
の
期
待
／
人
材
登
用
政
策 

ほ
か

　

４　

綱
村
政
治
の
評
価　

名
君
か
迷
君
か

　
　
評
価
が
分
か
れ
る
綱
村
／
綱
村
は
短
慮
／
綱
村
の
政
治
理
想

　

５　

綱
村
治
世
の
キ
ー
ワ
ー
ド
「
大
国
」

　
　
岳
父
の
言
葉
／
領
知
判
物
に
朱
印
を
す
え
る 

ほ
か

　

６　

綱
村
の
隠
居
と
政
治
勢
力
「
一
門
仲
間
」
の
創
出

　
　
綱
村
の
強
制
隠
居
／
綱
村
の
諫
言
奨
励 

ほ
か

五　

伊
達
家
の
十
八
世
紀 

―
御
家
安
泰
の
時
代
―

　

１　

五
代
吉
村　

名
君
へ
の
長
い
道
の
り

　
　
改
革
と
継
承
／
傍
系
か
ら
の
入
嗣
／
公
卿
の
女
性
と
結
婚 

ほ
か

　

２　

七
代
重
村　

飢
饉
、
政
変
、
そ
し
て
女
性
の
台
頭

　
　
重
村
の
襲
封
と
治
政
／
打
ち
続
く
天
災
と
人
災 

ほ
か

　

３　

八
代
斉
村　

早
す
ぎ
た
死
と
藩
政
改
革
の
行
方

　
　
斉
村
の
襲
封
／
改
革
の
継
承
か
ら
放
棄
へ 

ほ
か

六　

伊
達
家
の
十
九
世
紀 

―
幼
年
大
名
と
新
し
い
社
会
の
芽
生
え
―

　

１　

九
代
周
村　

祖
母
た
ち
が
御
家
を
ま
も
り
、
つ
な
ぐ

　
　
家
督
相
続
の
不
安
定
／
祖
母
観
心
院
の
働
き 

ほ
か

　

２　

十
二
代
斉
邦　

青
年
大
名
、
改
革
に
死
す

　
　
婿
養
子
の
中
継
ぎ
襲
封
／
打
ち
続
く
飢
饉 

ほ
か

七　

十
三
代
慶
邦 

―
新
時
代
の
幕
開
け
と
仙
台
藩
―

　

１　

慶
邦
治
世
の
前
期　

藩
政
改
革
か
ら
社
会
改
革
へ

　
　
慶
邦
襲
封
／
慶
邦
の
結
婚
／
困
難
を
き
わ
め
た
継
嗣
確
保 

ほ
か

　

２　

維
新
戦
争
と
仙
台
伊
達
家
「
勤
皇
」・「
佐
幕
」
を
越
え
て

　
　
文
久
三
年
―
藩
内
自
称
尊
攘
派
の
排
斥 

ほ
か

 
 

コ
ラ
ム（
合
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文
献
／
伊
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一
覧
／

（
付
表
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台
藩
家
臣
序
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／
略
年
表
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あ
と
が
き

【
著
者
略
歴
】

Ｊ
・
Ｆ
・
モ
リ
ス

　

一
九
五
二
年 

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
に
生
ま
れ
る
／
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア

　

国
立
大
学
ア
ジ
ア
研
究
学
部
卒
業
／
一
九
八
八
年 

東
北
大
学
大
学

　

院
文
学
研
究
科
修
了
、
文
学
博
士
（
東
北
大
学
）
／
現
在
、
宮
城
学

　

院
女
子
大
学
名
誉
教
授
、
東
北
大
学
客
員
教
授

【
主
要
著
書
】

　

『
近
世
日
本
知
行
制
の
研
究
』
（
清
文
堂
出
版
、
一
九
八
八
年
）

　

『
仙
台
藩
「
留
主
居
」
役
の
世
界
』
（
蕃
山
房
、
二
〇
一
五
年
）
ほ
か
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